
 

第５１２回例会 通巻 505 号

平成 20 年 2 月 14 日               ２００7～２００８年度Ｎｏ．28 号

ロータリー彼我のへだたり 本日の例会  

◆ソング『奉仕の理想』 

◆お客様紹介 ◆会長の時間 ◆お食事 ◆

出席報告 ◆幹事報告  

◆委員会報告 ◆ＳＡＡ報告  

卓 話 米山奨学生のウイグル人との交流 

『わたしオマールジャンです！』ストーリー

第 2640 地区 ＩＭ5 組ガバナー補佐 

       大村 充 様 （藤井寺 RC）

次回の例会予告（第５１３例会） 

 

卓 話 『臓器移植の現状について』 

日本臓器移植ネットワーク西日本支部 

             中山 恭伸 様

 

坂口義郎会員 

 

 

                        

各種お祝い 

  

会員減少の原因の一つとして，“RI と日本のロ

ータリークラブとの基本的な考え方の乖離”が

挙げられている。このようなことで大勢の会員

を失うとすれば残念なこと。・・・・・・・・・ 

① Service と 奉仕の違い 

② 日本のロータリーは米山ロータリー   岡本会員 
③ 財団の資金を運用する国としない国 

④ 国情の相違   中野会員 
                 等々 
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例会(第 511 回例会)の記録 ニコニコ報告 

･･････2 月 7 日･･････  
[点 鐘]   

[唱 和]  ROTARY  SHARES  

 ロータリーは分かちあいの心 

お客様のご紹介 

米山奨学生  李 璠 様 

海南 RC   寺下 卓 様 

 

会長の時間   

          会長  京谷知明 

 

 

皆さん こんばんは  

地区ＩＴ委員長・海南東Ｒ

Ｃの寺下様、そして米山奨

学生の李さん、ようこそ御

越し下さいました。 

当クラブの例会をどうぞお

楽しみ下さい。 

  さて、２月は、「世界理解月間」です。ロータリ

アンとして国際奉仕について考えてみますと、ロ

ータリー友情交換、国際青少年交換、ロータリー・

フェローシップ、地域大会・国際大会参加、外国

クラブの例会参加、友好・姉妹クラブ締結、とい

った様々な活動が大切であると思います。これら

の事について、皆さんと話し合い、理解を深めて

行きたいと思います。 

それでは、今日も例会を楽しみましょう 

 

幹事報告 

      幹事 尾羽根伸幸                      

本日は寺下様、李様、堺フェニックスへようこそ!!

また、坂口会員、卓話よろしくお願い申し上げま

す。（理事会欠席すいません。ニコニコします） 

京谷知明会員

坂口会員、卓話楽しみにしています。宜しくお願

いします。 

尾羽根伸幸会員

坂口会員、本日の卓話ご苦労様です。楽しみにし

ております。 

小野晃範会員

家内が誕生日のお花のお礼を忘れないようにと申

しておりました。ありがとう。 

岡本勝士会員

坂口会員、本日の卓話よろしくお願い致します。

寺下様ようこそ!ごゆっくりおくつろぎ下さい。

又、次年度理事会メンバー様よろしくお願いしま

す。 

犬伏幸代会員

坂口会員、本日の卓話有難うございます。しっか

り聞かせていただきます。 

石田得子会員

仕事で遅れました。すいません。妻が普通免許を

取りました。これからドライバーをしてくれると

思うのでよかったです。 

 上橋將良会員

皆様、北京旅行楽しんで下さい。うらやましい!!

私は IM で有田へ行っています。寺下委員長様よう

こそ!!フラダンス参加者１５名で立派に一曲仕上

げました。 

米田眞理子会員

坂口会員、本日の卓話有難うございます。ロータ

リーの基本精神をしっかりお教え下さい。 

周防君子会員
✉抜粋のつづり 配布 

✉例会変更 
９件    合計    ￥     ４３，０００  堺北ＲＣ ２月２９日（金）休会 

 累計  ￥  １，２７５，０００  

  出席報告  ＳＡＡ 

  
  会 員 総 数 ２２名 

本日の出席 １５名 

（内出席率計算会員） １４名 

本日の出席率   ７５％ 

  修正出席率（1/17）   ６５％ 
 

 

 

 

 

 

メークアップ   なし  



 

 

ロータリー彼我のへだたり―――についての考察 

坂口義郎会員 

 

                  

 

 

会員減少の原因の

一つとして，“RI と日

本のロータリークラ

ブとの基本的な考え

方の乖離”が挙げら

れている。このよう

なことで大勢の会員

を失うとすれば残念

なこと。 

 

 

乖離： RI の常識は日本のロータリアンの非常識。逆も又。 

  日本の多くのロータリアンは CLP のことで、ポール・ハリスのロータリーは終わった

と。 

  RI としては、第２世紀を迎えて、ロータリーの更なる発展の方法であると。 

 

第２標語事件  板橋俊郎 RI理事の活躍により、一旦廃止された第２標語は存続されたが。

RI は之を捨てた人。 

その数年後に CLP の提案があった。 

ビチャイ・ラタクル元 RI 会長、RI 理事会へ。奉仕活動理念を盛り込む事

を要請したと言う話 

エンロン事件、職業奉仕精神を問う。 

 

十数年以前の事、佐藤千寿 P・Gの職業奉仕理念の展開に於いて、RI 財団に対するガッツイ

な発言があった。 
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昨秋池田ガバナー補佐から四大奉仕が新しいロータリー・クラブ定款の冒頭に掲げられた

とのニュース。なぜか感激のうすいような。 

 

一時、CLP 推奨の理由として、RI 財団の財テクの失敗によるような噂が拡がったが、それ

は真偽に拘わらず問題ではない。 

財団の会計は表で見るように健全であり、０６／０７年度の資産は約８億ドルで株式、債

券その他に投資されている。 ０２／０３年度は約５.6 億ドルで年毎に増加している。０

６／０７のロータリアンからの寄付金は１億 3000 万ドル。 

 

ご承知のように、ロータリーは慈愛の心。家庭、地域、職場(経営の理念も) 

それに国際奉仕、又、目立たない事を黙々と続けている人達。 

“忙しいから金の寄付をする”も良し。―――― 奉仕活動に精を出す人達の集まり。 

職業、経歴、年齢の異なる人達が共通の義務感で結ばれている。それから生まれる親睦感

を良しとする。 

 

之が CLP ではうちに向かっているものを外に発散。行動は団体に。一年毎のクラブ事業を

多年度に。財団支援は個人の任意であったのが強制はしないだろうがクラブレベルの様な

形に。 

地区大会４／12  ビチャイ・ラタクル氏『ロータリー財団について』 

 

へだたり 

① Service と 奉仕の違い 

② 日本のロータリーは米山ロータリー 

③ 財団の資金を運用する国としない国 

④ 国情の相違 

               等々 

世界のロータリーは夫れ夫れの国の文化の上に、特徴のあるロータリーができている。ま

るで宗教に宗派があるように。 

CLP は各クラブ、各地区によって選択は自由です(国際ロータリー日本事務局) 

RI の良い所を取り入れればよろしい(平原ガバナー) 

  以上 

 

２００８年４月１２日(土)・１３日(日) 和歌山県民文化会館 


